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論文内容の要旨
VTRやコンビューターの磁気記録に使用される磁気ヘッドは，より高密度記録を達成するため，磁
気トラック幅を狭くし，且つ高周波(5 "7 MHz) 領域で高出力/低ノイズ(高 S/N比)が要請さ






そのため，短冊形状の長辺方向が""2μm，幅が""0. 1μm の α-FeOOH の原料粉体を新たに合
成し，l3.っこの原料と短冊状の r -MnOOH，試薬の ZnO をノぜインダーとともに押し出し成形し，
更にロール圧延することにより，原料粉体を配向させホットプレス焼結を行った。得られた焼結体は，




2. 多結晶体の微細構造，特にその結晶粒径を微少化するため，新しく Na の添加及び焼結条件を詳し
く調べ，高密度で結晶粒径が約 7μm の MÌl -Zn フェライトを作製出来ることを示した。
3. 更に Na 2 C0 3-CaC03 -Zr0 2 の 3 種類の添加物を，多結晶体に加え，それぞれの添加物の微細構
ρ0 
造及び磁気特性に及ぼす効果を調べた。その結果， Na は多結品体内部に均一に分布し，結晶粒径を
小さく， Ca は結晶粒界に析出し，高周波特性 (5 ,_, 7 MHz での透磁率)を向上させるとともに，同



















なくヘッドの精密加工を行うことのできる素材が要求される。本研究では原料フェライトに Na ・ Ca ・
Zr を添加物として加えることにより，焼結体の粒子径を制御し，さらに電気抵抗が高く強度に優れ
た安定化ジルコニア組成を粒界に析出させた。これにより，高い透磁率・低い高周波損失をあわせも
ち，同時に加工時における欠落のない材料を製造し，その実用化を達成した。
3. 添加物にBを用いた場合，原料が異常粒成長することを見出し，種子結晶にこのフェライト粉体を
接着させて加熱し，エピタキシャル成長によって多結晶体を固相のまま単結晶化させた。生成結晶は
引上げ法により溶融状態から得られた単結晶と同等の性能を持つことが証明された。
以上のとおり，本論文に示された研究内容は磁気ヘッド用フェライトの磁気および機械的特性向上の
ため，独創的な発想により製造法を開発し，実用化に成功したものであって，無機材料分野における貢
献が著しく，学位論文として価値あるものと認めるO
